
ロータ 1) ー単板切削について(第 1 報)

刃先とノーズノくーの関係位置(その 1)

江 草 義正ω

まえがき

ロータリー単板の切削において，良質単板あるいは品質一様な単板をうるにはベニヤレースそのものの

問題(精度，振動，機構等)， 原木材質およびこれらにマッチした切削条件などが問題であろう。機械の

精度は一応 ]IS で定められ能率，品質を主眼にして改造が進められている。また原木材質と単板品質と

の関係については，昭和 38 年より各樹種につき実験をすすめ，その成果は適時木材部資料に報告しすで

に一応の目安になる輪郭的なものは求められたと思われる。しかし，これらの各材質についての適正な切

削条件はまだ求められていなL、。この理由は，従来の研究は特定の樹種と切削条件のみを論じ材質との

関連を求めようとしなかったからである。これらの現状にかんがみ，材質と切南IJ条件を求めるためにその

第 1 段階として刃先とノーズパーの関係位置を明らかにしようとして，次のような実験を行なL、，これを

取りまとめたので・報告する。

なおこの実験を行なうにあたり，種々ご配慮を賜わった上村部長，寺沢科長，中村科長，また実験に際

して終始媛坊を受けた晴海プライ橋本周吾君，農大生稲葉国彦君に謝意、を表します。また，今回使用した

原木lのうち内地材は木材部共同研究の日本産主要樹種から割愛していただし、たもので，お世話いただいた

物理研究室の各位に謝意を表します。

実験目的

材質と単板品質との試験結果では，切首IJに適した材質は大略ではあるがかたさは 0.8 kgjmm2 以下，

横曲ヴヤング係数は 2 X 103 kgjcm2 くらい， 検曲げ最大比例変形度は 2.59ó 以上のものがよいと考えら

れるが1〉，生材(無処理材)でこのような条件をそなえた原木は少なく， 特に南洋材で、はほとんどないの

ではないかとも思われる。したがって，このような条件をもっ材質にかえるには一般に煮沸処理が行なわ

れてャるが，煮沸処理すると乾燥に際して単板の収縮率が増加すること (乾燥研究室結果未発表)， また

南洋材のなかには，高温処理しでも上記のような数値にならない樹種が多数あることなどを考えると，多

かれ少なかれ，ノーズパーの作用により単板の品質を向上させねばならないことが考えられる。

ノーズ;パーを有効に作用させようとすると，機械的条件(パックラッシュ等〉は別として，まず刃先

とノーズノ〈ーの関係位置が究められねばならない。今回の実験は，この点に重点をおきすすめたものであ

る。

刃先と Jーズパーの関係位置は水平距離と垂直距離で表わされているのが普通である。しかし，現在の

ベニヤレースの機構からみて，また現場で刃物をセットしようとする場合に水平，垂直距離をそのつど視u

(1) 木材部加工科加工研究室長
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定しながらセットすることはなかなか困難であり，今のところあらゆる面からして不可能に近いものとい

えよう。したがって，この試験では理想的な刃口関係(水平，垂直〉をナイフ裏面からノーズパーの引上

角度により求めようとしたものである。もし，この方法で求めることができるなら，刃先}土常にノーズパ

ーの下端にセットして，引き上げる距離をゲージにたよるだけで，作業者ばそのつど水平，垂直距離を測

定しなくても，ノーズパーは刃先に対して理想的な位置における!主ずである。

刃先とノーズパーとの関係位置について，小出はノーズパーはナイフ裏面から直角方向にあるべきだと

発表し引， 林は切削角の補角の二等分線上にあるべきだとし，また水平，垂宣距離を変化させて実験を行

ない，垂宣距離 30% 以下で裏割れ率に影響があると発表しているへ また，神ばノーズバーの位置，圧

縮度と比抵抗について発表しているヘ本実験は主としてこれらを参考にし，特にその最適位置，現場で

の決定方法について実験を行なったものであるO

1 実験方法

1) ベニヤレースは応用研究室の1. 5 吹を使用する。

2) 刃物角は 21 0，逃角 it 30' ~40'，すなわち切削角は常に 21030'~40' にする(刃先角約 300 くらい)。

3) 刃先位置(ノーズパー先端)はスピンドル中心から0， 1 mm~O， 2 mm 下掛で行なう。

4) 刃先J主ノーズパーとの 0 点において下端にセットする。

5) ノーズバーの形状は原木中心の接線から約

90 逃げるようにする。

6) 下方滑台は水平にする。

7) ノーズパーの引上角度をナイフの裏面から

80 0 , 85 0 , 90。の 3 段階で水平距離を一定にし

水平島阜
ユ L・1 乞ャー)\'_

7骨リ面幼rilontal
51;de face of line 
pr;白sure 白r

180'，の 8奇ヨマ号 t
ヨマ j ，s5 ・n開園 ρヨマ a入川

Wed1e l~å・の時図のフマ立入川

Fig, 1 ノーズパーの引上角度の変換方法
Exchange mechanism of incline angle 
of nose-bar to the knife back 

Fig, 2 ノーズパーの引上角度変換用コマ
Exchange mechanism 01 incline a:1g1e 
of no"e-bar 

Fig, 3 刃口調IJ 定装置
Measuring device of nose-bar opening, 
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Table 1. 水平距離を一定にしてノーズパー引上げ角度を変化した場合の刃口距離

および垂直距離〔刃物角: 21 0，逃角: 30') 

Incline opening and vertical opening related to the incline angle of the nose-bar 
to the knife back at constant horizontal opening. 

(Knife angle : 21 0 , Clearance angle : 30') 

80。 850 

21030' 

号。。

11030' 16030' 

刃口距離
Incline opening 

0.97 
(95%) 

0.99 
(97%) 

1. 02 
(lOO~め

水平距離
Horizontal opening 

0.95 
(935'17) 

垂直距離
Vertical op叩mg

0.1ヲ
( 1996) 

0.28 
(27 '}6) 

0.37 
(36%) 

注) a: 刃裏からのノーズバー引上げ角度
戸:水平からのノーズパー引上げ角度
96: 送り厚さに対する比率

Note) 日: Incline angle of the nose-bar to the knife back. 

戸: Incline angle of nose-bar to the horizontl1 plane. 

% : Percentage at thickness of veneer. 

て，垂直距離の変化と単板品質との関係を求める。引上角度の変化は Fig. 1, Fig. 2 に示すようなコマ

を入れかえて行なう。各引上角度と水平，垂直距離との関係数値を Tab:e 1. に示す。

8) 刃口距縦は Fig. 3 の①に示す 1/100 mm のダイヤノレゲージにより所定の距離をとる。

目 測定項目および測定方法

1. かたさ，横曲げによるヤンゲ係数，曲げ強さ，最大比例変形度

サンプルのとり方および測定方法は林試研報第 190 号引引に準じて行なった。

2. 単板厚さ

Fig. 4 に示すように， あらかじめ原木を真円に上むきし， その後約 10 回転切削して 1 問転目の位置

M
M
 

r
 

,a L
f
 

電

4
0L
 

J
'
厄

山
卜
仏
川

県引
'
4
M

ビ
刊
I

料
ヶ
-
的

一
訊'
r山
川

用
。
l
m

，
れ
た
e

害
仰
心
削

泉
n
M
，
，

μ

注〕 裏割れ用試料はドリノレ孔を中心にして 3 枚取った。
Note) 3 samples are picked up from each position. 

Fig. 4 裏割れ試料採取位置と単板厚さ浪u定位置
Sampling method for lathe check and veneer thickness. 
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X 20 

i ノ[/ /!h/ / Y 
ト一一一一20 一一一一斗

単 fn: cm 

裏害仰は図中の子 x 100 (的として表示するO

Rate of lathe check =十x 100 

t : Veneer thickne3s 

h : Depth of lathe check 

Fig. 5 裏割れ測定用試料と測定方法

Sampling and measuring method of lathe check. 

から半回転おきに，原木中央のケピキ線の位置を 1/100 mm のマイクロメーターで測定した。

3. 切削割れ

切削割れのサンフ。ルは Fig. 4 に示すようにあらかじめ原木の中央部に小穴をあけておき，この小穴の

中央をケビキ(固定〉が切断するように原木をチャッキングして，小穴を中心にして 6 cm x8 cm のサン

プノレを 3 枚 (3 回転分〉とった。切削割れの測定は Fig.5 に示すようにケピキ線から 5cm のところを

中心にして，単板の両面にまず黒色スタンプインキを塗り，乾いてから白色ラヅカーを塗布して，上記ケ

ビキ線から 5cm のところを切断し，切断面を鋭利な刃物で仕上げて，万能投影器で 20 倍に拡大して裏

害事lれを測定した。 測定箇所は上記小穴を中心にして左右 0.5mm ， すなわち拡大像の 20cm の閣の裏割

れ深さを測定した。

4. 刃口距離

静止時と負荷時との刃口距離の変化を Fig.3 に示す①(l/100mm)，②(1/500mm) のダイヤノレゲ

ージにより測定した。

W 結 果

1. 使用原木の材質

使用した原木の材質〔無処理材，煮沸処理材〉を Tabl巴 2~7 に示す。無処理材で，かたさからみれば

シナの 0.4kg/mm2 くらいからサクラの 1. 90 kg/mm2 くらい，横曲げによるヤング係数はサワグルミ

の1.26 X 103 kg/cm2 からシオジの 6.68 X 103 kg/cm2 くらし、，最大比例変形度はレッド ラワンの 1. 3~￥ 

くらいからサワグノレミの 3.6% くらい，また物理的性質で、は環孔材(孔圏 1 列， 2 列)，散孔材，放射組

織の細いもの，太いものなど合板用原木としては材質的に相当異なった原木?を使用したといえよう。
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Table 2. 各樹種の各原木位置におけるかたさ(無処理材〉

Hardness of each species at green condition. 

、ご一--- 辺材・心材位置|、ち\一-------三三刊 !←辺材→← 心 材
\と---_________ 1 Sapwood Heartwood 

",',,- t位置---[-------:-

樹種\寸戸suri昭 partl ィ!ロ|ハ l ニ|ホ
Species ------下~一一一 1 1 1 1 1 

板目 0.88 0.83 0.84 0.65 
Tangential (0. 85~ (0. 70~ (0. 70~ (0. 60~ 

face 0.95) 0.90)' 0.90) 0.70) 
I ，~ ~ O. 44 0.60 O. 56 O. 60 
キ|柾目

Magnolia 伽仰 IRadial ねce(O・ fii)(orゐ (0・fゐ(orゐ
征目/板目M
R. F / 50.0 72.3 66.7 92.3 

T.F (%) 
積一一百一 0.75 0.74 0.76 0.73 O. 目

Tangential (0. 65~ (0. 60~ (0. 70~ (0. 65~ (0. 90~ 
fac巴 0.85) 0.84 0.85) 0.80) 1. ∞〉

I h ~ O. 86 0.66 O. 64 O. 86 0.95 
l 柾目

的lφa，，!a.x. ， .. IR:ctial ﾍace (0. ~5::: ， (0. ~O::: ， (0. ~5::: ， (0. ~5::: ， (0. ~O::: 
ricinifolium InQu .a, 'Q~~ 0.90) 0.80) 0.85) 0.95) 1. 05) 

征目/板目%
R.F/ 120.0 89.1 87.7 117.8 102.1 , 

T.F (96) 
板目1. 76 1. 86 1. 99 1. 94 

Tangential (1. 60~ (1. 75~ (1. 70~ (1. 75~ 
face 1. 90)1 1. 90) 2. 15) 2. ∞) 

イヌザクラ I lcr '" 1. 31 1. 69 1. 50 1. 90 |柾目
|Radial face0.20~(1.40~(1.45~(l.60~ 

buergeriana I"QU'Q' 'Q~~ 1. 40)1 1. 85) 1. 50) 1. 95) 

征目/板目%
R.F/ '74.4 90.9 75.4 97.9 

T. F (,96) 
夜一一百1.00 1. ω 1. 78 1. 10 1. 01 1. 29 

Tangential (0. 9O~ (0. 80~ (1. 25~ (0. 90~ (0. 80~ (0. 55~ i 
face~ 1. 10) 1. 25) 2.15) 1. 20) , 1. 15) 1. 75)1 

r :/ 1 _._. ~ 1.31 1.33 1.13 0.99 1.38 1.09 
長axinよ ν1RZia1 20(l lO~(l IO~(1 00~(095~(1 ・ 25~ (0.80~ 

moralis IKadlal IaCel'-' i~50) ,-' i~45) ,-' i~20) ,-' i~05) '-'l~55).'-1~30)! 

柾目/板目%
R. ,!':; _ _ _ ,J 131. 0 120.0 63.5 90.0 136.6 84.5 

T.F (%) 
l イ 1 イ，ロ i ハ|ー

T板 E|l 元 1 ， .1 ・ 491 19311・ ~3 1, .IJ6 1 - 1 angen;~!~!cI :3Ô::' b.ïo~ 10:25::' b:2ﾔ::' iCI:ﾖ5::' I 一|
racel" 2.15)1' 1.75)1' 2.35)1' 1. 60)1' ,_1. 30)1 1 

i し 26 1 1.55 1 ， 65 し 23 I 1. 40 I 

ミ BetんmhJialLflT引(lTh(l?な112j(l 九1-1

Fhu 

kg/mm2 
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1. 89 
(1. 60~ 

2.15) 
1. 60 

(1. 20~ 
1. 95) 

84.7 

柾目/板目 pd
R.F/ 

T.F (Jt) 
104.4 I 85.7 85.9 I 120.6 71. 0 I 

板目 |0.66i 0.95|0.69i 0.5310.50; 
tial (0. 55~ ,(0. 80~ ,(0. 60~ ,(0. 45~ :(0. 45~ 1 
f悶 0 叫 l 州日叫日刊 o 叫

I_O.~4 :__0:~3 1 ， _0.~4 ，~0.~4 i ， ~O:~1 
m似仰向 RZ凶 ~cel(0~~5~， :(0~!Ô::， kO~~S~，，(ω~ω.85~|

sachalinense KaUlal 1acei' 0.65)1' 0.75)' 0.65)1 0.60)! 1. ∞)1 

柾目/板目.9ól I I 
氏.F/ I 81.8 1 76.8 78.3 I 101.91 182.01 

T.F (%)i 1 

1. 21 
(0. 55~ 

2. 15) 
1. 21 

(0.80~ 
1. 55) 

100. 。

|155 (1. 05~ 
2.35) 

1. 42 
(1. !O~ 

1. 85) 

93.4 

0.67 
(0.45~ 

I 1. 05) 

I 0.65 
:(0.40~ 

1.∞) 

97.1 
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Table 2. (つづき) (Continued) 

、メ ー辺材・心材位置←辺材→← 心 材 • 
¥ay  Dwood Heartwood 

問、全竪t ィ l ロ|ハトト|へい[日
板目 1. 05 1 1. 24 1 1. 1 午ト1J〈。1.1 1 1.02 1.09 

Tangential 1(0. 90~ 1(1. 05~ 1(1. 05~ 1(0. 9~ 1(0 , 95~ 1(0. 90~ ー (0.90-
facel 1. 30) 1. 45)1 1.20)1 1.05)1 1.30)1 1. 15) 1. 45) 

ノ、ノレ ー レ a柾di 目 1.26 1 1.04 1 1.18 1 1.06 1 1.13 1 0.98 1 1 1.11 
一 "~n ， ~n lu"":f,", f.. ~J( 1. 20~ I( し 00- 1(1. 1O~ 1(0. 95~ 1(1. 10~ 1(0. 90~ ー (0.90-

Ulmus ρroPinqua IR 柾T 目F//aF 板1 f目ac%e l.35>1.05)1 1.28)1 1. 30)1 1. 15)1 1. 10)1 1. 35) 

R.F/ 120 I 83.9 I 106.3 I 108.2 I 108.0 I 96.1 I I 101.8 
(9~) 

板目1.84 1 1. 84 1 1. 56 1 1. 51 1 1. 46 1 1 1. 64 
Tangential 1(1. 75-IC1. 60~ 1(1. 35~ 1(1. 45~ 1(1. 40~ 一一(1.35~ 

facel 1. 95)1 2.00)1 1. 70)1 1. 60) 1. 60)2.∞〉

イタヤカ エ 」 柾 f自a 1.48 1 1. 55 1. 29 一寸1 一 1一一一つ一Aー一一11. 25 I --r-;-.36 
ア(1.35~ IC 1. 40~ 1( 1. 20~ (1.20- 1( 1. 20~ 1 - 1(1.20-

Acer m側o IRadial facel'" ~~ 6(l) 1. 70)1 1.35) 1.30)1 1.30)1 1.70) 

柾目E/J 板目%
R.TA./F(9~) 80.4 1 84.282. 7 82. 1 1 85. 6 1 - 1 - 1 82.9 

板目1.28 1 1. 88 1 1. 49 i 1. 58 1 0.98 1 1 1 1. 44 
Tangential 1(1. 05~ 1(1. 40~ IC1. 40~ IC 1. 50~ 1(0. 90~ 一 CO.90~

facel 1. 45)1 2. ∞〉1.65)1 1. 65)1 1. 05)1 1 2.00) 
町 一ー・ー ・E・- 一一一一一一一一一一』一一 -園司

e 柾目 1.21 1 1.41 1 1.46 1 0.95 1 0 , 86 I 1 1.18 
Betula_ .. IR;d�al fucelCI. ?5:-::JCI. ~5::::JC 1. ~O.:::JO ， ?O::::JO. ~O.::: ー CO.80-
maximowicziana a01al racel'.' 1: 30)1'.'1.50)1 1. 55)1 1. 00)1 0.95)1 1 1. 55) 

柾T目F.//F 板呂%R. F / I 94.5 I 74.5 I 98.0 I 60. 1 I 87.8 I I I 8 し 9
(9~) 

板 目 イ 1 イ 2
�'s I."ﾕ7 I I I I 1/_1:_~8 

Tangen~~a!Jc O~ 95:' Ic 0: 90~ 一一 一 CO.90-
face l.2O>!'V. �: 30)1 1 1 1 1. 30) 

プFa.伊S 作.enataナ Ra柾dial f目a岨|| 

zrZ-li--
板目 0.34 1 0.33 1 0.30 1 0.31 1 0.35 1 0.32 1 1 0.33 

Tangen~ial ICO. 30":,, IC O. 25~， IC O. 20~ .IC O. 25~ .I( O. 25~ .I( O. 25~ 一 CO.20~
facel O.40)1 Q.40)1 0.4o)i 0.35)1 0.45)1 0.35)1 1 0.45) 

壬'ilふん品いPacel-I-I-I
EffZ| • !一一
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Table 2. (つづき) (Continued) 

戸ー 、引"~ 、 LLr_L..I:D:I

←辺材→← ，心 材 • 
Sapwood Heartwood 

イ ロ ノ、 オミ J、、 ト
平均
乱1ean

晶一

1055105110 日 |05110 日ド田 lO52Tangential (0. 50~ 1(0. 35~ 1(0. 45~ 1(0. 45~ 1(0. 50~ 1(0. 45~ 1(0. 35~ 
face 0.60)1 0.70)j 0.60)j 0.55); 0.60)1 0.55)1 0.70) 

サワグルミ

Ra柾dial f目ace 01051|0 岨 104910 必Pteγoca:γ?7a hoifolia (0. 50~ 1(0. 45~ 1(0. 30~ 1(0. 40~ 1(0. 35~ (0. 40~ 1(0. 30~ 
O. 伺 0.55)! 0.45)1 0.55)1 0.50) 0.45): 0.60) 

柾T目F//F 板目%R 97.3 95.1 81.0 
く%)

板目 084106410691068| 0.74 
Tangential (0. 75~ 1(0. 55~ 1(0. 65~ 1(0. 55~ 1(0. 75~ (0. 70~ (0. 65~ 1(0. 55~ 

face 0.90)¥ 0.75)i 0.75): 0.85)1 0.80) 0.80) 0.75)1 0.90) 

ホワイト ラワン
柾目 。“ 10611054|0 臼 0.80 0.62 

Pentacme (0. 65~ 1(0. 55~ (0. 55~ 1(0. 55~ 1(0. 50~ 1(0. 50~ (0. 75~ (0.50~ 
contorta Radial face 0.70)1 0.65) 0.60)1 0.65)1 0.55)1 0.65) 0.90) 0.90) 

柾T目F//F板目 ~I 89.7 I 73.0 78.4 R. F/ 1 78.6 114.3 86.1 
(%)1 

1119l081| (1. 08~ 1(0. 73~ 
1. 20)1 0.95)1 

ラワン 1 0.80 1 0.92 1 0.63 1 0.80 1 0.63 1 0.59 1 0.61 1 
sh-LO D柾.11」(0.70~|(0.88~|(0.55~|(0.60~l(0.ω~ [cO':ω:_ 1c0~5~~ lco~5~~ 

目ψ四nsis n..山山同寸 O.叫 0.95)i 0.95)i 0.85)' 0.90)1 0.70)1 o. 叫 0.95) 

柾目/板目 %i I i 
,R.F/ 184.2177.3177.8194.1185.1178.7189.7183.8 

T. F (料 I 1 1 

板目 10.6910.6110.5210.611 i 0.61 
Tangential 1(0. 50~ [(0. 50~ 1(0. 40~ 1(0. 45~ 1 一|一 1(0.40~

facel 0.85): O. 75)_1 _0.70)1 0.80)1 1 0.85) 

マヤピス|柾目 1 _ 1 _ 1 一!一|一|一 1 _ 1 
Shorea palo坤is IRadial facel - 1 1 1 - I 

柾目/板目矧 1 1 1 1 
R.F/ 1 - 1 一|一|一|一|一 1 - 1 

T.F (%)1 I 1 1 1 1 
板目 1 o. 50 1 O. 54 1 O. 63 O. 49 1 0.48 1 0.59 1 0.54 

Tangential 1 ー 1(0. 40~ 1(0. 40~ 1(0. 50~ ¥(0. 40~ 1(0. 40~ 1(0. 45~ 1(0. 40~ 
facel 1 0.60)! 0.65)1 0.75)' 0.60)! 0.60)1 0.70)1 0.75) 

マ I h ~ i I 0.60 I A rA  0.36 

山台仰ふ IR!nial ECEi i(OE4(3: 認〉 (obJord-お〕(0・お〕(守ゐ
柾目/板目%
R.F/ ー 120.0 92.6 57.1 79.6 100.0 107.0 90.7 

T.F (%) 

注〉 位置は辺・心、材の境を基準にして辺材をイ，心材外部から樹心に向かつて 3cm おきに
ロ， ハ・・・・・・とした。

4 点の平均値。
Each symbol イ.ロ.ノ、......indicates the measured part in the log. 

イ sapwood, ロ. ハ・・・・・・・・ heart wood , each 3 cm apart from the sapwood 

boundary toward the pith. Average of four measur百d values. 
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Table 3. 各樹種の各煮沸温度，

Hardness of , each species at each 

で\ 処理温度 | 
、町~ Temperaturel 600C 

可p、 ~一一一一ー一一ーー|
、そ\ 処理時間 |無処理

樹種 "~Time IGreen 
均四ies ""' ______ ーIcondition I ! 

tT守“値 1 0.88 1 0.761 0.711 0.731 
キ|語…u図 |(0.85~|(0.70~|(0.55寸(0.70~|

Magnolia 1 Rang:' 1 0・叫 0・叫 0・叫 0.80)1 

bovatal 比率 100 86.5 80.7 83.0 
Ratio (%) 

96 120 平均 |1IGcom無nd処nit 理 24 

ー(叫 -10.85) 

83.0 

3jZM~}i[ 1 し 76 1 1. 14 1 1. 35 1 1. 24 1 1. 15 1 1. 19 1 1. 21 1 1. 80 1 1. 16 I 
F ラ 1 ~.…囲 I0.70~10.∞~i(1.m~|0.lO~|(1.10~|(l.10~10. ∞~|(1.70~i(1.15~l

hZ49tus | Rang:' 1 1・叫 1. 2叫 1.40)1 1.40)1 1. 勾)1 1. ぉ )1 1. 40)1 2. お)1 1.2刊

buergerianal 比率 100 64.8 76.7. 70.5 
.o (J6)1 .LVV V"T.V lV.l lV.v Vv.v VI.V V7.V 

t竺戸 1 1.05 1 0.781 0.841 0.861 0.801 0.741 0.801 1.01 1 0.641 
1 ~H，auFA3 1(0.90- 1(0.70-1(0.80-1(0. 80-!(0. 70-:(0. 65-1(0. 65-1(0. 60- 1(0.60-

axinus ジI~叫F|1・ 2の ωO)!ωo5!ω州 ω叫 Ö~85lVÖ~9叫 ~.Õ5)1ω)
ωmm側oralisl了一五つ二-1743 回 081976270576.2i 100 l 似

Ratio (的 L "":t .V I UV.V Ul.7 'V.~ IV.J  LV.~ I 

で!土値 1 1.80 1 1.261 1.351 1.351 1.41 1 1.041 1.28 1 1刈 1 1. 01 
4A山u開 1( 1. 55- I( 1. 15 叶(1.25-!( 1. 20-1( 1. 35-1(1. oo-I( 1.∞-1(1.10- 1(0. 

ズ メ|竜一戸 1'" "~. 95)1¥ 'i:30)I\li~~5)i\li~~5)I\li:5Ò)I\li~~~1'i~ò)l\1' '~.叫 1. ぉ〉
B&tula grossa ト二三二呈こーl一一一ー一一一l一一一ー」 , " 

比率
aatio (%) 丸o .丸 3 57.8 71. l' 100 i 72. 1 

0.84 I 0.'84 I 1.09 I 0.71 
0.75 1(0.70-1(1.05- 1(0.70-
0.95)1 1.10)1 1. 15)1 0.75) 

ρmρinqual ". "" -------- - - - - 1 I 1 

比率 l∞ 78.9. 69.3 72.8 74.6 1 73.7 1 な 7 1 1∞ 1 65.1: t a山(的 11 'V.' 1 'v.' 1 1  w''1 
平均値! い ι い勺~ I , '" I , '̂ 1 ，.，~ 1 , '̂ 1 ，~~ I , ,., 1 u:::~_'= I 1.85 I 1.45 I 1.35 I 1.49 I 1.40 I 1.35 I 1.40 I 1.55 I 1.13 

カエデ l 範 囲 ((1 ・ 75- 川;dliお1(l j三Ji三dl・ 2510.2叶(1・必~|(l ・ 05-
1 't";Lnrr:' 1 2.00)1 1. 55)い .55)1 1.55)1 1. 55)1 し 50)1 1.55)1 1.65)1 1.25) 

Acer mono 品(..1，1.1. 5..... ! ト一一一一L一一一一l一一一一一一一一一一!-----!
比 唱率 1 ,^^ 1 ., 0 , 1 っ |。円1: I ""'I~ 守 1 .,., ^ 1 .，~.， 1 ,^^ 1 
Ratio (的1 100 1 丸 41 な o 1 80.5 1 75.7 1 73.0 1 75.7 1 100 1 九日
平均値 1 J:..J:.. 1""c.. I 1"" , I 1 '1..t I , '"))1 I ,""1"\ I ,.,.., I 1 .10 U=-~_'= 1 1.66 1 1.261 1.21 1 1.241 1.241 1.201 1.231 1.48 1 0.81 

LtJ 
ンノミ11npp ℃JJS|(115dldslotお|(lizrl1151(l- お〉i(obts

maxzmc- I一一一-ー ι 

wiczianal 比率'"''マ 1 '7'"'1 01 '7.1 JI I "7.4 A I '7"'"'1'" I '7A ^ I ,^^ I 
htio (刻 1∞ l 江 91 72.81 凡 41 凡 41 は 21 九 o 1 1∞ 1 54.9 

1 ~K竺ー値 1 0.99 1 O. 位 1 O. 78 1 O. 83 I O. 83 I 1 o. 田 I 1.08 I 0.71 
14-h|(0.90~i(0.75~|(0.70~|(0.75~|(0.7叶 |(0.70~|(0.95~l(0.65~
| 口一同:' 1 1.85)1 0.80)1 0.90)1 0.90)1 0.90)1 1 0.90)1 1.20)1 0.90) 

Fagus crenata :~HF:!J11111! 

|比率 I 1∞ 1 82.8 1 78.8 1 83. 8: 83.8 1 - 1 82. 8 1 1∞ I 65.7 !Ratio (J゙)I , VV I U~.U 1 'U.U 1 UV.U 1 UV.U 1 I U4.U 1 1VV 
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時間におけるかたさ

cooking temperature and time. 

800C 900C 

48 i Jj77Jlbi嘉吉J24J i 

139-

kg/mm2 

-寸寸1 i-てに(でに円て-

-liiE1ot!叫
57 , 9 51. 7 52.8 56.7 100 48.8 43.8 40.3 39.8 , 41.3 42.8 

I 0.61 I 0.66 I 0.56 O. 臼 1. 71 1 O. 79 1 0.69! O. 75 ~ O. 81 1 0.66 1 O. 74 
- !(O. 55~ 1(0. 60~ 1(0. 55~ 1(0. 55~ !(1. 55~ 1(0. 6O~!(060~ (0. 60~:(0. 70~:(0. 60~:(0. 60~ 

I 0.65)i 0.70)1 0.65)i 0.70) 1.95)' 0.90)'0.75)' 0.85)i 0.90): 0.75); 0.90) 

60.4 65.3 55.5 61. 1 100 46.2 40.4 

一 叫;孟ih-キ福孟トt示語云i-証九1=主::i瓦瓦属1い内同幅頃雨J4肩張伝副:?長瓦副1主三引i:日〕Jij2i!;;巧弔!F幅;福福幅忌詞副11ト阿(ω〈O〈怯;

;ム示d4孟;示福福孟41=主主云j長元主iL己J店(仏雨l卜片陥幅厄j-盈副婦j主叫副!記引司司山(ωd4OJ令叫?:守i5;

43.9 47.4 38.6 43.3 

57.8 

55.2 γ二干;;J引:工~I司1--:戸同三石子J雨i三二下3.3工;|戸J! ;7J了司!二F;Lμj心~lι一;一57. 1 云瓦云|宇五司|戸平|「
一

J守引?主九記が三乞到叫トト〔ο叫l
6ヲ.5 |卜一η山2.2 1ト川6臼8.2 1 68.2引下司|戸J(プつ100己|下スl戸予スj;よ司|τ三司4.ζ司:工~I可|司一57.6 

( OJ令守弘?:3j五!
51. 5 

I 5白5.9 1 5印O8l 一 [5臼3.3 I 10∞o 4必3.88 … 4 1. 81 3ω9.2イI 36.21 
41. 0 

(03L145j(剖 -I(。ψ
64.8 51.5 
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Table 3. (つづき) (Continued) 

600C 、ふト、、~ふ~喧Te処m理peF温raL度ture 無岨
1 均 無処均

Green 24 ! 48 I 72 I 96 I 120 I~"!・ ι 任オreen 1 ! 
lEdean  d--condition , .._-_.. '~ondjtjon I 

- l l l  l 

|05910611094lM ;~n'"" I ，~ ~: 80 I ，~ 0:~5 I ，~ 0:~3 I ，~ 0:~8 
レッド ラワン

閤 (0. 75~ 1(0. 55~1(0. 55~1(0. 55~ 一 (0. 50~1(0. 50~1(0. 80~ 1(0. 55~ 

Sho:γ叫 雫叫:" 1 0.85)1 0.75)1 0.70)ω0) 0.65)1 0.75)1 1. ∞)1 0.80 

negrosenszs 

|叶 78.81 叶 一 1 73.81 76.31 Ratio (タ〕 100 100 

五日| l l 
OQ1045| 

0.61 0.38 ;~n'= I ，~ ~:63 1 ， ~0.~8 1 ， ~0.~1 
マヤピス

囲 (0. 50~ 1(0. 45~1(0. 40~ (0. 40~1(0. 40~ 一 (0.40~ (0.55~ (0.35~ 

Shoγea 範Range 0.75)0.55> 0.65] 0.45)1 0.55) 0.65) 0.70) 0.40) 

世alosapis

1 76.21 川 66.1 1 ベ -1 叶 l∞ 1 62.3 Ratio (手伝〕 100 

百円| | | 

ω9 1 0.84ω~I ;~n'= I ，~ ~: 64 I ，~ 0'， ~3 I ，~ O:~I I ，~ 0:~4 
オミワイト 囲 (0. 55~ 1(0. 65~1(0. 55~1(0. 65~ - 1(0. 55~1C0. 75~ 1(0. 60~ 

ラワン 理叫:" 1 0.75)1 0.75)ω5) 叩〕 0.85) 0.85) 0.65) 
Pentacme 

品J〕l l∞ 1 1川 98.31 115 |川contorta 
100 

平M均値
ean 0.71 0.70 0.73 。 γ|(0.65~ (0.60~ (0. 70~1 (0.75) (0.60~ (0. 45~1(0. 45~ 

ピヌ ン範R 囲ア 0.80) 0.75) 0.80) 0.80) 0.60)1 0.70) Octomeles ange 
SUI刊atrana

|山 1 1叫05.61 ート~.81Ratio (%) 100 100 

注) 測定値は 4 点の平均。 Average of four measured values. 

Tab!e 4. 各樹種の各処理温度，時間にお

YOUNG'S modulus (Eb) of each species at each temperature and 

tご\ 処栓温度 I I 1 
氏、-------_ Temoeratur官 60 0C 1 、 \ーと二:"'-'-'-'~I 無処理 VV _ 1 

ι一、竺戸ベ I 48 I 72 I 96 I 120 I 平均種ぐ~ime (hr)I--"-"'-'j 24 1 48 1 96 1 120 1 Mea~ 

t現戸 1 4.ω 1 2.74 1 2.59 1 2.59 1 1 1 2.64 1 
14Lah i(M2~|(2.66~|(μ7~|(2.38~| 一|一 |(2.27~|
l pn竹内臼 4.49)1 2.78)1 3.04)1 3.08)1 1 3.08)1 

M噌nolia obovata I 山U~\.:.. J I J I 

比 率，"" 1 口ハ l 日っ|日っ 1 1 LA  ~ I 
Ratio (%)1 山 I U' . V 1 uv. V 1 UV. V 1 1 U~. V I 

|平均値 L ..1') ¥ ') ")0 ') 1"¥1"') I ., n1  I ') rv"¥ 1 ., 1"¥.4 1 I 'u:-:_'= I 6.43 I 3.28 I 3.09 I 2.91 I I 3.09 I 2.04 I 
J 守 d h=14ιUU四 1(5. 34~ 1(3. 01 ~ 1(2. 66~ 1(2. 27~ 1 ー|ー 1(2. 66~ I( 1. 77 ~ 1 
ιuムピ Y ノ|主ang~ I 7.23)1 3.51)1 3.58)1 3.09)1 1 3.58)1 2.27)1 

buergeriana I 比率| 1 1 | | | | | ! 
Irt."'.:. ，~， I 100 1 50.9 ! 48.0 1 45.2 1 ー|ー I 48.0 I 31.7 IRatio (%)1 1VV  1 "'V.7 ",U.V 1 ","'.L. 1 -1 -1 ",u.v 1 "".' 
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800C ヲOOC

4必81 7ロ2 1 96 1 ロ印O | z d ?;謹鰐t詰.:nI 24 i 4必8 ¥ 7ロ2 1 996 1 印 l z e z 
(0引(剖(判叫(矧叫(叫矧O令;;!悲刻忘到l 一十l 一イlトトω伶O〈令告;;5誌?i￡ :E ; 
71.3 [ 6ω8.1 [臼 1 [山\ 70.2! 1∞ 1 6白5.6イ\ 65.9 \臼 9ぺ|一|一|伍 9

叫州(判 一イ十十lトト(ωO叫?
63.9 [ω9 [ 6臼5.6 1 -\ω\ 1∞ 1 4必3.3ペ[ 3町8.5[ 3ω9.4[33.7[ -[3ω9.4 

けるヤング係数 (Eb) (検曲げによる〕

-1 -1 -1 
-1 -1 -1 -[ -1 ~I 

0.57 
ー 1(0.57~0.70) 

time (Direction of grain is perpendicular to the span). 103 xkgjcm2 

800C 900C 

川一 1 96 
1 

12可私J 24 148 1 72 1 96 [ 120lzef 

---1 -1 |-1 ---
一[ -[ -[ -1 1 -1 -1 -1 -1 -1 

0d吟4引?:守主i5￡!三;)JJドi卜トド円(OJぺ1J号矧?:;
6.9 1 3但削4.1 1 31.9 I 30.1 [ 32.9 [ 25.3 I 23.9 [18.5 1 25.6 [17.3 I 
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Table 4. くつづき) (Continued) 

、\aご支Z\1\-ZT竺F処理竺F温竺3度1?> 無処理 l 
600C 

Green I 

ω1 平Mea均n 
condition I 

24 48 72 96 24 

平均値 1 1 1 1 1 | M;~n'"'" I/~ ~:71 1/~3:~3 1/~3:~9 1/~3..?0 1/~4:~3 1/~3:~9 3.93 2.67 

シ オ ジ
囲 (0. 05~ 1(3. 59~ 1(3. 56~ 1(3. 41 ~ 1(3. 65~ 1(3. 58~ (3.41~ (2. 78~ 

F叩xinus 官叫:' 1 7.10)1 4.0め| υ7)1 4. 10) 刊)1 4.58) 4.97) 2.96) 

co刑me問。γalis

R比atio (率:)1 1 58.6 ! 58.0 1 55.1 1 61.5 1 59.5 I 58.6 1 39.8 100 

も均値| 1 | | | 3.35 2.02 ;;n'"'-1/_ ~:27 1/~3:~4 1/~3:~7 1/~3:~7 1/~3:~1 
範囲 (5. 86~ 1(2. 89~ 1(2. 62~ 1(3. 19~ 1(2. 64~ (2.62~ (1. 69~ 

ズメ Rang-;' 1 6.46)1 3.48)1 3.57)1 3.91)1 3.94) 3.94) 2.35) 
Betula gγossa 

品io (:)1 100 I 53.2 I 48.9 1 57.0 卜4.4 1 -1 53.4 1 32.2 

i ||||  

;~n''''I/~ ~:50 1 ， ~2:41 1 ， ~2:~4 1, 1:90 1 ， ~2:54 1 ， ~2:.58 1, 2:35 1 ， ~l:~1 
囲 (3.79~ 1(2.31~ 1(2.27~ 1(1.84-1(2.51~ 1(2.21~ 1( 1. 84~ 1(0.57~ 

/、/レニレ tnge M)|2.q  
Ulmlls propinqua 

点J)|l∞卜3.7 I 52.0 1 42.2 1 56.4 1 57.3 1 52.2 1 24.7 1 

[||[ 
3.59 1.74 ;~n'''' L. 5: 64 I ，~ 4:~2 I ，~ 3. ~6 I ，~ 3:~6 I ，~ 3:~2 

因。. 15~ 1(3. 67~ 1(3. 48~ 1(3. 38~ 1(2. 80~ (2.80~ (1. 52~ 
イタヤカエデ 宅a噌 6.80) 久 21)1 3.69)1 3.51)1 3.62) 4.21) 1. 95) 

Acer mono 

品J〕l 100 卜1.3 1 63. 1 I 61. 4 1 58.9 1 -1 63.7 1 30.9 

ピ詰貯3目引|ト同(ω4J今44;与鰐弘札叫1三己弘判:三L判3の3)1点|
1一玩7司|司つ三司i;J司:工可J司二戸同二司可τ戸司可7τ

予主いいトa仰………仰町…………仰仰叩一ωJe叩附叫〆山n叩附JJGdJ」tJ一f一i直EEF|同同弔否弓l司否司司[(叫2J令守名?:ヲ主;?2!2;
l点品品品んω川Jο川(あ雪忍到)1 100 ∞ l卜65.4ペi 59.4 I卜幻9.9 I卜59.4ぺ| 一 |卜60.0川1 45.7 7 

でts均値 1 6.1ロ2 1 4.3お8 1 4.29 1 3.95 1 1 4. 1凶6 1 4.20 1 

弘川6〈叫〈

7 ヤ九ρん?\店正;ピ詮f2;店; |ト04叫:ち笠誌弘剖引i三己￡剖:1L判引5の5Jト(2 :守弘η叫?三弘可引;LU引〕J;[ト(οJ々佑位叫2Jぞ弘弘?守法弘日弘払i午〉
品J〉J|l∞ 1 7九6.3 I 川 I 6臼8.2 I 70. 9 I - I 7刀3.2 5凶6l!
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800C 900C 

48 1-72 1-96 1 120 I ~ean~ 1-24 1-48 I 72 I 96173F 

J41J4114J司(1否両両州引4M〉

;Jifij41;17iJ副主:1弔百〉14〉両日疋〉

;Jiij弔問ι九|で1 -1つって「

;Jjlil弔属医〕間iJj?;J否|弔問;17iRi〉

去lZ占lr川店主司ヨ示両
三~IτI 26. 1 1 -1 28. 7τ1 34.9 I 29.2 I司τ1 31.0 

jzjiJ|弓;;15i「7λ|否|弔問;JiZlて1

izjiili;??;「で|否|引剖;よ占々蚕蚕引;ミマ号瓦叫i言主弘引!2己副iL討;) 一|ト一日L
1二二7司2.6司:土~I可!司 一|卜一円同1司 41小O川|卜4必3.1 1卜什一十| 一;ア

一一一 一 :J4OJぺ44lJ々♂;号誌叫;三三九剖引:三LUυ6の6)1(ト点11ト(1 1.93 
- ICI. 49~ 2.96) 

司 50十O川|卜56い1 Iベ一イI 5山3μ6 I 52.7 1臼山2. 7川1 4山~138.4司τ司!エ司可\ベ---=-r--:必3.8
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Table 4. (つづき) (Continued) 

:下型:開 l24l48 1 1| ロo 1ulf 
山引7:十kl:lj:日〉
%J割引Y:jj〕l

8
~
目

9

Q
U
ハU

-
r
。

2
9

3

A

-

k

d

 

〆
，
、
、

、
l

ノ
一

》
内
4

一

に
d

《

R
J
V

一

Q
J

内J
b
Q
J

・
一
・

・

0
2

一

1

2

・
一

7

内4

一

〆
，
‘
、
、
-

一
一
一

ll|ll|ll|ll|ll|l 

一
一
一

一
一

注) 5 個の平均値。 Average of five measured values. 

Table 5. 各樹種の各処理温度時間にお

Bending strength (σb) of each species at each cooking temperature 

24 

ホオノ

イヌザクラ
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800C 900C 

48 1 72 1 96 I 120 I teanJtJ I 24 I 48 I 72 1 96 1 120 1 ~ea~ 
2.2 

|213l く1. 74~ (1.77~ (1. 74~ 
2.60) 2.50) 2.60) 

61. 1 1 58.3 1 -1 59.2 1 59.2 I 

1.38 l つ 178| 1.66 
く 1.15~ -1(1.15~ (1.27~ 1( 1.66~ (1.27~ 

2.15) 1.78)1 1. 87) 

-1 51.9 I 49.1 56.7 I 

ける曲げ強さかの(横曲げによる)

and time (Direction of grain is perpendicular to the span). kg/cm2 

120 I teanJtJ I ~ 1 48 1 72 I 96 1 120 1 
平均
Mean 

-1 --1 -1 -1 --1 -1 
|-1 -1 -1 -1 -[ -1 -1 -1 -1 

(剖必〈吟慌;;之i主:同問同JJ(町(5:むな弘叫刻i己九判吋:L引引〕J;ll(剖叫(叫4〉
75. 1 I 65.9 1 66. 1 1 6臼4.2 j 67.3 1 61.8 i 57.2 I 52.6 1 48.2 1 45.7 1 53.1 

〈布ぷベ佑5J号号弘;z2弘;;之:己:同)1 一イl仏|ト臼仰《7;号七￡7:安ヒ乙:叫:ど乙ふ判f乙ら判叫2の」J〕JJ|ト(叫(剖引
ω|ω1 1 一|山 1 6日3.6 1 5凶6.9 1 6ω0.3 1 5幻7.9 I 5幻7.7 1 5臼3.4 1 幻

く剖(引毛令年弘剖i己ら判;ら引)1山|
56.2 1 6白5.8 1 5日3.4 I 5白5.0 1 5臼8.8 1 5民5.2 1 5臼3.1 1. 5印0.61 必心4 I 42.7 I ♂札仰4点O 
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Table 5. (つづき) (Continued) 

夕、

600C 

24 48 72 96 120 I 平Mea均n 
-~-ーー、 ~， 

門|||||||~~n'= 1/_. 7~.6 1/_~9:.8 1/_~3:.1 1/ .~9;.0 1/_~9:.9 1/_~0:8 1/ .58:.5 1/_40:7 
(5 1. 9~ 1(55.9~ 1(58.9~ 1(44.3~ 1(56.0~ 1(57.7~ 1(44.3~ 1C3 1.7~ 

ーレ範Range囲 99.0)1 67.3)1 66.2)1 57.0)1 63.1)1 64.7)1 67.3)1 48.4) 
Ul制us ρroPinqua

品io (~)I 100 1 78.1 1 82.4 卜4.0 1 78.2 ト9.4 1 76.4 1 53.1 

88.3 72.6 ;;-~n'= 1, ~15:.6 1/_~3:8 1/_~7:.1 1/_~7:.3 1 ， _~5:1 
四 (104.8~ 1(87.1~ 1(85.3~ 1(77.9~ 1(79.7~ (77. 9~ (65.1~ 

イタヤカエデ 宅叫:" 1 134.2)1 1∞ 5) 削) 何.5) 弘 5) 100.5) 
Acer mono 

品io (~)I 100 1 81.5 1 75.4 1 75.5 1 73.6 1 

平M均値 99.5 80.5 77.9 69.4 75.2 61.9 ean 
(84.4~ (65. 7~ 1(67.2~ (70. 9~ (63.2~ (6 1. 8~ (61. 8~ (54. 5~ 

-マ カ ン ノ、、-

範Range囲Betula 121. 2) 86.3)1 82.8) 88.1) 90.0) 75.4) 90.0) 

押laXIη10WlcZlana

R比atio ( 率別| | 173.6175.3180.8 78.3167.7175.5162.2 100 

| ~~n'= 1/__ 9~. 6 1/_~~:.2 1/ .~O:. 6 1/ .~2:. 8 I/_~O:. 0 
囲 (88. 8~ 1(78. 3~ 1(67. 3~ 1(67. 3~ 1(72. 8~ (67. 3~ 1(66. 9~ 

プ ナ宅ang:' 1 113.6) 弘 0)1 89.3)1 94・ 7)1 83.8) 94.7)1 8L 0) 
Fagus cr鈩ata 

品JJ l∞!日4. 5 1 80. 9 1 83. 2 1 80. 3 1 72.0 

加|| 66.5 70.6 67.7 57.3 ~~n'= 1/ ._7~. 7 1/_ ~8:. 0 1/_ ~5:.. 6 
レッドラワン

回 (62. O~ 1(56. 9~ 1(56~ 2~ (59. 9~ (62.3~ (56.2~ (53.2~ 

Shor3a 範Range 91.8)84.2] 72.l ] 82.8) 85.2) 85.2) 64.9) 

negros仰SIS

R比atio (率~)I 1 87.7 1 84.6 1 85.7 1 -191.0 187.1 174.0 100 

も均値 67.6 ぺ曲 5 I 62.5 位 6 62.2 61. 0 
ean "" 1(64~Ò:__:' 1(56~8::'_' 1(59."5::'_' 1(59~8::'_' 1(57~8::'_' (56.8~ (52.0~ 

ヤピス範Range囲 76.0)1 64.9)1 63.2)1 65. 1)1 68.8) 68.8) 71. 5) 
Shorea palosaρis 

1 92.0 1 90.'1 品io (~)I lﾖO 1 92. 1 1 89.5 1 92.3 1 94. 1 1 

平M均値 59.8 47.1 ean 
(32.8~ (42.6~ 

ホワイトラワン範 囲
Pentacme 1 Range 68.4) 53.3) 

contorta 

R比atio (率%〉|| 100 

平M均値 49.0 35.5 36.3 35.9 48.3 ean 
(42.8~ (34.3~ (35. 1~ (34.3~ (39.4~ 

ピ ヌ ア ン範囲 56.9) 39.7) 41. 0) 41. 0) 60.7) Octomeles Range 
sumatrana 

R比atio (率%〉1! 1 72.5 1 74.0 I -1 73. 3 1 98. 5 100 

注) 5 個の平均値。 Average of five measured values. 
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800C 900C 

48 1 72 1~-1 1~ tean~-I 24 1 48 I ;2 1 96 I 120 1 ~ea~ 

d;iiJ叫(叫引(31?と5)1 -1 -1 -1 -
63. 8 1-58.6 1 58.4 1 54.1 1 57.6 I -1 -1 -1 -1 -1 

恥dベ4弘仏叫;号も弘弘;;詰比iら九i与)l(叫( ベ弘州i己ら~)Iト(臼仏6」ベ告弘弘;月込誌弘出;i三己i去らiL〉
6臼4.1 Iωωo 1 61. 5 Iω| 位 31 5ω9.2 1 山 I 5臼3.8 I 5印0.6 1 4“6.9 1 5臼3_1 

0dベ必仏叫;:号託払;i己みi己hi与)Jl(剖(叫 一 i卜ド同何(ωペ々必ペぞ:主?A:1〉J[(5引叫(叫
67.4 1 6的9.4 1 6日3.7 1 一 1 6臼5.9 1 6“6.7 Iω| 山 I 5臼3.2 I 5臼3.9 I 57.9 

dkiほJ4J-l(547oka|(剖(叫引 -15328〉
ω|61 11604!-l660|ωI 64.2ωI 56. 1 I --1 61. 4 

く剖(叫 -| -J}ヤヤベ臼ωdベ45臼Jペ3J4?:主立日引:主己L日;己九ι叫2のイJ〕jJJJ(4t弘町i去ら利:九1〉Jl叫(引 一| 一 lト併べ1J♂号?三ちた払:三弘jLむ5の>

Bヲ o 1 7η2.6 1 一 i 一 7河8.4 6臼5.3 I 6伺8O! 川||一 1 6伺8.6

剖(引
82.7 1 87.4 1 8回3.4 一 8白59l 印 6!7刀3.3ω1 I 7ロ2.9 1 -1 7九ω4ω O 

μd;:}iiL〉点)1 一 [144J-J-J-l-i-|
回 6 1 78.6 I -! -80.0 - - -! -1 -1 

剖 一十| 一十i !いο44Jそ守4弘引?:主乞弘:zとι:己み7η〕
78.5 1 一|一 l 一 1 8回8.4 山 l7刀35i 一 J 一 I -1 7刀3.1
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樹、種\\\S\p\ed筒樗、~処~t理L一温悶一一〈度同一ー
オミ オ ノ キ
MagnoZia obovata 

比率 Ratio (%) 
(Green condition 100%) 

イ ヌザク フ

Prunu沼 buergeriana

比率 Ratio (%) 
(Green condition 100%) 

シ オ ジ
Praxinus commemoralis 

比 c率ondRitaitoino <96)
(Green condition 1∞%) 

、、- ズ メ

Betula grossa 

比 率 Ratio (%) 
(Green condition 100%) 

ノ、 ノレ
一

ν 

Ulmus propinqua 

Gr比'ee 率 Ratio (%) 
(Green. condition 100%) 

イタヤカエデ
Aceγ 制開。

比率 Ratio (%) 
(Green condition 1∞%) 

'マ カ ン ノ、e 

BetuZa 楓aximowicziana

比率 Ratio (%) 
(Green condition 100;;的

プ ナ
Fagus crenata 

比率 Ratio (%) 
(Green condition 100%) 

レッドラワン
Shorea negrosensis 

Gr比ee 率 Ratio (%) 
(Green condition 100;;的

ーマ ヤ ピ ス

Shorea palosaPis 

比率 Ratio (%) 
(Green condition 100;;幻

林業試験場研究報告第 203 号

Table 6. 各樹種の各処理温度，時間にお

Fictitious strain (ε0=町jEx 1∞) of each species at each cooking 

G無re処en 理
600C 

condition 
24 48 72 96 Mean 24 

1. 91 2.25 2.17 2.45 2.29 

100 117.8 119.9 

し 56 2.57 2.57 2.67 2.60 

100 164.7 164.7 i 171.2 166.9 206.4 

1. 72 2.10 2.23 2.24 2.00 2. 13 2. 14 2.66 

100 122.1 129.1 130.2 116.3 123.8 124.4 154.7 

1. 36 1. 75 1. 86 1. 80 1. 71 1. 78 2.71 

100 129.4 136.8 132.4 125. 7 130.9 199.3 

1. 70 2.48 2. 70 2.58 2.36 2.36 2.49 3.68 l' 

100 145.9 158.8 151. 8 138.8 133.8 146.5 216.5 

. 
2.05 2.34 2.45 2.52 2.56 2.47 4.16 

100 114. 1 119.5 122.9 124.9 120.5 202.9 

1. 65 2.31 2.37 2.22 1. 97 2. 11 2.20 3.73 li 

100 139.6 142.8 134.1 119.2 127.3 132.6 225.21: 

1. 67 2. 15 2.27 2.31 2.25 2.25 2.63 

100 128.7 135.9 138.3 134.7 134.7 157.5 

1. 27 1. 55 1. 53 1. 70 1. 62 2.44 

100 122.0 120.3 132.3 133.8 127.6 191. 8 

1. 53 1. 85 1.77 2.08 1. 82 1. 88 2.47 

100 121. 1 115.9 135.9 119.1 122.9 161. 2 
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ける最大比例変形度 (ε。) (検出げによる〉

temperature and time (Direction of grain is perpendicular to the span). く%)

800C 9OOC  

I 72 I 96 I 120 I ~ea~ I 24 I 48 I 72 I 96 I 120 I ~回

-[!-
3. 181 3.021 3.241 3.341 3.20 I 3.821 3.751 4.461 2.951 4.13¥ 3.84 

305.61 193.61 207.71 214.11 205.1 : 244.91 240.41 286.01 189.11 268.31 246.2 

2.961 1.761 -1 3.11 I 2.86 1 3.281 3.451 3.311 3.561 3.721 3.46 

172. I 1 I60.51 -1 180.8 i 166.3 1| 190.72∞.6 1 192.4207.01216.3201. 2 

2.731 2 謁 2 日 2 日 2 臼 13473593 凹 3 お 3.41 1 3.45 

20O. 7 肌 7 1 186. 8 1 192.61 I94・ I 255・ I 1 264・ 01 249.3 1 246.3 1 250.71 253.7 

20口 21 1. 81 I肱 21 2肌 41 207.6 i- , -

3.8715.1913.3715.721 3.9613.7414.2914.2913.99141.31 4.07 

188.8 1 250.2 胤.4 1 181 ・ 5 1 193.2 182・ 4209.3209.3 山.6201. 5 1 198.5 

3.3913.4714.031 -1 3.66! 3.4313.0412.9613.1912.881 3.10 

204.4 i209.4 1 243.31 - 1 221.8206.9 1 183.4 I . 178.5 1 I92.3 1 173.9 即.0

乙 87 乙 63 1 2.86 1 - 1 2.75 3.73 1 3.62 1 3.24 1 3.27 1 - 1 3.47 

171. 9 I 157.5 山 3 ー 164.71223.4 1 216.8 山 o 1 195.8 I -207.8 

168.4 1 144.5 ー一 169.3 1 153.6 1 165. I 1 168.4|-I - 1 162.2 

2.421 2 伺 2. 28 1 -1 2 伯 I 2 出 2.57 1 2.76 1 2.75 • 2.61 

158.1 1 175.41 149.21 - I 160.8 i 153.41 167.81 180.0 179.0 ー 170.6
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Table 6. (つづき) (Continued) 

600C 

樹種 Species 48 I 7_21_9斗ュ回二
ホワイト ラワン
Pentacme contorta 

比率 Ratio (%) 
(Green condition 100%) 

ピヌアン
Ocfomeles sumatrana 

比率 Ratio (%) 
(Green condition 100%) 

1.67 

100 

1. 57 1. 59 1 1. 59 

10J 101. 2 1 101. 2 

注) 5 個の平均値。 Average of five measured values. 

2.36 

141. 3 

1. 59 1 2.57 

101. 2 1 163.8 

Table 7. 無処理材での各樹種の各原木位置におけるヤング係数

YUNG'S modulus (Eb) Bending strength (σb) and fictitious strain (�) of 

柑ホオノキ セン イヌザタフ
シ オ

Magnolia obovatal Kalopanax ricinifolium J-'r弘司us
Fraxinus comme-buergeriana 

|ィ， 1 ロ F イ， 1 ロJ ノ F ロ , ロ r

|(409140l l491|44813981643r 
(l03x kgb/cmZ] 3.82~(3.67~(4.70~(3.69~(3.38~(5.34~4.97~ (6. 07~ 1(6. 05~ 

4.49)14.45)15.58)15.25)14.50)17.26)16.04) 7.12)1 7.10) 

l ml712lulu| 山 Id∞ ~)Iω|1160|1157σb (66. O~ 1(66. 2~ 1(78. 3~ 1(68. 7~ 1(58. 2~ 1(92. 6~ 1(112. 7~1(98. O~ 1(108. 8~ (kgjcm2) 
90.7)1 75.6)1 85.7)1 79.8)1 80.9)1 107.6)1 127.9)1 141.0)1 127.8) 

ε。

1 1. 91 I 1. 78 I 1. 67 I 1. 64 1 1. 79 1 1. 56 I 2.20 1 1. 6ヲ 1 1 . 72(%) 

1F 
カソバ プナ シナノキ サワグノレミ

オミ ワ イ ト
押WXI仰~owlczzana

Fagus Tilia Pterocaγyhyoa volia Pentacme 
Cγ開ata jap側Ica

イ' イ' -, 

Eb 16011q2159811941119|133 35813951362 
(4.67~ 1C4.24~ 1(5.04~ 1(1.79~ 1C0.95~ 1(1.08~ (3.'28~ 1(3. 42~ 1(3. 20~ 

(103 x kgjcm2) 
7.73)1 7.73)1 6.50)1 2.11)1 1.44)1 1.57) 4.01)1 4.08)1 3.90) 

σ h 1/~~9..5 1/~~;，4 1/~~9;，6 1/.~8;，9 l/n~2..0 1/.~7~5 1/~~9~8 1/~~7;.2 1/~~ 1. 5 
~~2， 1(84. 4~ [(82. 9~ 1(88. 8~ I( 45. 3~ 1(36. 4~ IC 42. 5~ 1(58. 5~ 1(55. 8~ 1(54. 4~ 1 

(kgjcm2) l ，-u~2~.2luîõ6. ~Juiは 6)1'-~v53. 6)I,vv47.;J ~~5~. 6)I'-vU高.~)I 孔 η167.7)1

ε。 1 1.6711.791 1.6712.5213.5313.571 1.671 1.70 11.701 (%) I"~' 1 '. " 1 .. ~. 1 -. ~- 1 ~. vv 1 ~. v. 1 '.~' 11  '.'~ 1 

注〉原木位置は辺心材境を基準にして 5cm おきに辺材をイ九心材をロ" "，......'，ニ F ・・・・と取った。
試験片 10 本の平均値。
Each symbol イ'，ロ九ノ，'，ニ， .... indicates the measured part in the log. 

イ， : sapwood. ロ F，ノ、 F，ニ， .. . . . . .. heartwood each 5 cm apart from sapwood boundary 

Average of ten measured values. 
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iF

h
υ
 

800C 900C 

48 72 96 印 I ~ea~ I 
24 48 72 96 ロo I 平均

Mean 

132.31 132.3¥ 

2. 79 
2681232l2031 

2.17 

177.7 170.11141.71129.2 138.0 

(Eb) ， 曲げ強さ (σb) ， 最大比例変形度 (ε。) (横曲げによる〉

each species at green condition (Direction of grain is perp: ndicular to the span). 

て寸寸 p' IτI p' l ロ l' I 叫|ロピ ι二
(恐〕 |(5fSL|(味〕ド2??;〕 |(437Ll(告J告J恐J(47jhJdlfk)
令与 |(73;G〕 |(8;;iL|(5:;iLI 〔421)|(弘〉|(6;;ii〕|(5?とら|(ijih|(81;己)

2I  1 … l 什 2 川 2.11 I 1.79 I 1.76 I 1.54 12.05 Iエ

ミズメ
Betula gγossa 

ハノレニレ

Ulmus ρropinqua 
ーマ

Betula 
:/ 
制oralis

ラワン

co叩torta

レッド ラワン
Shorea negrosensis 

ピヌアン
Octomeles sumatrana 

ホ， I イ， I ロ， I /,' I ニ， I ロ， I ロ， I ハ， I ニ i ホ
2.92 I 5.97 6.30 5.13 4.76 I 4.40 ! 3.13 I 3.71 13.46 I 3.35 

(2. 78~ 1 (5. 42~ 1 (5. 20~ 1 (4. 79~ 1 (3. 73~ 1 (3. 58~ ;(2. 97~ 1(3. 59~ 1(3. 13~ 1(2. 70~ 
3.11) 1 6.80) 1 6.80) 1 5.38) 1 5.56) 1 5.35) 1 3.59)1 3.91)1 3.82)1 3.6η 

(49.1~ 1 (68.3~ I (67.7~ I (68.9~ I (53.4~ I (62.4~ 1(42.8~ 1C4 1. 9~ 1C52.1~ 1(52.1~ 
59.7)179.0)191.8)175.7)175.4)176.1)156.9)162.2)1 62.2)1 62.2) 

toward the pith. 
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単板軍さ2. 

ノーズパーの引上角度を変化した場合，すなわち水平距離は一定で垂直距離を変化させて切削した場

合，単肢の厚さむらを各樹種ごとに Fig. 6~21 に示す。単板の厚さ誤差の許容値は規格では定められて

いないが，一般に(常識狗な〕許容諜差i主単板厚さ 1mm 以下:土0.05 mhl, 1 mm~2 mm  :土 0.07 mm, 

これらの数値と比較した場合2mm~3mm: 土O.10m氾， 3mn 以上:l::0.15mm くらい以内である。

すなわち垂直距離 0.19 mm の切削条件では樹種により厚さにノーズパーをナイフ裏百から 80' 方，.司，

むらに若干の差はあるが，大略的にみて土0.15 mm の厚さむらが数回転の周期でおきているので，この

ような方法で切削した単板は不合格単板となる。今回の実験範囲〈垂直距離 19%~37%) で，単板の厚さ

むらのみをみれば垂直距離が 37%，すなわち，ナイフ裏面から 900 方向にノーズパーをセットして切開1].

した場合古川、ちばん良好といえる。

切削割れ3. 

切削割れは表言語れ，裏割れと区別されるが，今回は表割れは不明だったので裏割れのみの数値を記し

た。各樹種をノーズパーの引上角度をかえて切削したときの裏割れ率を Table 8, 9 および付図 1~16 に

示す。裏割れ率は材質により異なることは明らかであるが，垂直距離が 19%~37% の閲ではほとんど変

化はないものと考えられる。付図 1~16 に示すように裏割れの先端がほとんど道管でとどまるため，道管

のありかた(特に環孔材)，直径等により測定位置

による差がはなはだしいので，裏割れ率の大小が

口 ?1
7 8 9 10 11 12 /3 凪

回転位
Mμnか r 01 revo!tdi()fI 

^"いがほx r/I./fI/lol/lim 
t6円相η condll,o/J) 

亡 \!i\\ ヌH !里村}

引上巳?贋 m p品切?よi;川

a 

w . 
1071 

メグd宇no!;a o/'o附ゐ (Green C()I7d;!;on) 
，j，オ J キ{無処理村)

号l 上 17.角度 80' 刃口笛青lE O.97mm
同 ) lnc/i.必 openin'l. 

.. . . . 

5 6 7 8 
回転数

Number of r色vo!ut/on

da e-
--

--X Ma 

4 3 2 

品ぺm
<u I 
Eこ B

主主主主 λ1 1-
、、 I

02咋
3 さ 0.9ト
Uι 

Eき ζ

ラl 上付角度 85 ・ 刃口恒雄日99 mm 
旧、 fncl/ne openín守

.‘"災民恨.

む mm
E 1.1 ト
三単 1 
1ミ按 1.0F
u、 障害 l 

EJ了0.9ト
Eご< Iι 
セ可r
々L.....L
~ 1 

))口 ifê iRã. CJ.ﾝ9 11ν" 
liJc!"/Jf: open;叶

三一二. . 

q
J
 

8
 

岐
川

品
問
)
瞬

は
M
n

上号

l-.....J..._J 
10 " 12 4 5 6 7 8 

回転数
Number of revo/ution 

2 , 4 5ι7 8 9 10 " 12 15 
回転肘

Aん"，/，< :1' o! f(:m!fl!/rJn 

刃 U~ê略式02 ，!j/l)
hcl;!lB ope",'rq 

引上吋角度 90'
("q 

..__三

JJ O~ê:寓lE 1.02 mm 
Inc/!ne Openín宇

lt~----"-

-

u

a

 

ハ
υ

。
γ

」

度
守
角
」
主
)
」

l

d

L

 

上
(
-
欄
-

P
つ
‘
-

~ m'!1 

i 単1./
k キ立
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そのまま切削条件の良否にはつながらない場合があ

るo したがって，切削条件と裏書jれ率との試験用原木

は，散孔材で春秋材の差の少ない道管のなるべく小さ

いもの，また無処理材で適当な裏割れが生ずる材質のものが適していると考えられる。これらを総合して

みた場合，内地材ではホオノキが適しているようである。

ノーズバーの引上げ角度を変化した場合の各樹種の裏割れ率(%)

Effect of the incline angle of the nose-bar to the knife back (a) 
on rate of lathe check of each species (%). 

Table 8. 
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Tab!e 8. (つづき) (Continued) 

送り厚さ

樹種

シオジ
Fraxinus com相側10γalis 600C-24 hr 33.7 

(1O~60) 

ズ メ
600C-24 hr 11. 1 11. 7 14.8 

Betula grossa (1O~20) (1O~20) (1O~30) 

キ ノ、 タ 無 処 理 28.4 24.2 18.9 
Phellodendγon sachaline-杭se Greeen condition (1O~60) (1O~40) (1O~40) 

ノレ レ 無 処 理 26.2 27.8 29.6 
Uli鴨拙争γo折，叫叫品 " (20~30) (1O~60) (20~50) 

イタヤカエデ
Acer m仰O

無処理 12.4 
(1O~20) 

13.4 
(1O~20) 

10.0 
( 10 ) 

プ ナ 無 処 理 25.9 
(1O~40) 

I (23九〕 10330〕
12581271  

(1O~40) I (1O~40) 

!品) I (品〕
|〔lU〉|品〕
|2951294  

(10~40) (20~40) 

マカンノ、

Betula maxi拙owicziana
無 処 理 36.5 

(20~50) 

Fagus cre叩ta

シナノキ
Tilia japonica 

無 処 理 23.3 
(1O~30) 

サワグノレ
Pterocarya rhoifolia 

無 処 理 13.3 
(1O~20) 

レッド ラワ γ
Sho:γea 叫egγose:叫sis

無 処 理 26.8 
(20~40) 

ホワイトラワ γ| 無 処理 I 50.0 I 50.7 I 49.3 
p'entacme contorta I " I (40~60) I (30~60) I (20~éJ)) 

マヤピス|無処理 I 48. 1 45. 5 I 48. 1 
Shorea 戸alosaPi.s " (30~60) I (40~60) I (30~60) 

Oct棚dω 四matra叩 1 印。ι山 I (ト60〉 |(20~印〕 |(2320〕|39.1  42.6 

注〉刃物角 21 0，逃角 30'~40'，刃先角 300 くらい。

Knife ang!e: 21 0 , C!eara.nce ang!e: 30'~40' ， Knife edge ang!e: 300 

4. 刃ロ距離の変化

Fig.3 の①，②のダイヤノレゲージにより負荷時における刃ロ距離の変化，刃先の振動を測定しようと

したが，これらが非常に微小であり，加うるにレースそのものの振動があり測定不可能であったc

V 考察および今後の実験方向

今回の実験結果より次のことがいえよう。

1) 垂直距離が約 40% (37 %)以下になると材質に関係なく厚さむらのある単板が切削され，垂直距

離が小ざくなるにつれ厚さむらの程度は大きくなる。厚さむらの周期はおよそ数回転おきで樹種，原木径

には関係がないようである。

2) 単板の裏割れ率は樹種聞の差はあるが，垂直距離 19~375'ó' の間では差は認められなし、。
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Table 9. 裏書J れ率の頻度(%)

Frequency of rate of lathe check on Table 8. 

転出
under 20 

20 以下(微小〉

20~40 (小〉

40~60 (中〉

6O~80 (大〉

over 80 
BO 以上(特大) i 
lcm 当たりの本数|
Number of lathe I 
check per cm 

ホオノ
Magnolia obovata 

セン

Kalopanax ricinifolium 

800 ヴ-50 Iっ「

キ

800 ! 850 900 

32.1 (ぺ 53.1 (17) I 

67.9 (19) I 山 (ll)|

12.5 ( 4) 

22.8 ( 5) I 21.7 ( 5) I 3.3 ( 1) 
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Prunus buergeγiana 

シオジ
Fraxinus com刑emoralis

800 850 1 900 。o I一三了一I 900 

under 20 
20 以下〈微小〉

20~40 (小〉

40~60 (中〉

6O~80 (大〉

over 80 
80 以上〈特大〕

l∞ (14) I 100 ( 3) I 1∞ (13) I 28.6 ( 6) I 18.8 ( 6) I 36.7 (11) 
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lcm 当たりの三本数|一一一一一一一「一一一一一一!一一一一一一一|一一一一一一一|一一一一一一一|

Number of lathe I 4.7 本1.0 本 4.3 本 I 7.0 本 10.7 本 I 10.0 本
check per cm 

裏、ト割\、れ率\-ぐ\Lぐ同:樹?、1度\~~種川(~α~ 上>
、、司. ズ メ キ ，、 ダ

Betula grossa Phellodendron sachalinense 

800 850 900 80。 85。 900 

under 20 
1∞( 9) 100 (12) 87.0 (20) 45.2 (14) 66.7 (18) 47.4 ( 9) 

20 以下(微小〕

20~40 (小〉 13.0 ( 3) 41.9 (13) 33.3 ( 9) 52.6 (10) 

40~60 (中〉 12.9 ( 4) 

6O~80 (大〉

over 80 
80 以上(特大〉

lcm 当たりの本数|
Number of lathe I 
check per cm I 

7.7 本 I 10.3 本 本円
U

Q
ノ4.0 本 6.3 本

注) ( )裏割れの本数 Number of lathe chec1-". 
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Table 9. (つづき) (Continued) 

裏、割れJ三品竺事種
ノ、 ノレ

一
レ イ タ ヤカ エデ

UZmus pγopinqua Acer 例ono

800 850 900 800 850 900 

under 20 
53.8 ( 7) 56.5 (13) 38.5 (10) 100 (21) 100 (35) 100 ( 1) 

20 以下(微小〉

20~40 (小〉 38.5 ( 5) 30.4 ( 7) 58.3 (14) 

40~60 (中〉 7.7 ( 1) 13.1 ( 3) 7.7 ( 2) 

60~80 (大〉

over 80 
80 以上(特大〉

1cm 当たりの本数|
Number of lathe I 
check per cm 

本『
，
.

0
0
 

本マ
，
.

勺r
- 本n

J
 

本円
》

『J 0.3 本

乙44
'マ カ ユノ ノ、 ブ ナ
BetuZa maxí捌owícziana Fag叫s cγ側ata

800 850 900 800 850 90。

under 20 
11.5 ( 3) 37.7 (10) 37.5 (12) 50.0 (11) 54.2 (13) 42.9 (9) 

20 以下(微小〉

20~40 (小〉 73.1(19) 62.3 (18) 59.4 (19) 50.0 (11) 41. 7 (10) 57.1 (12) 

40~60 (中〉 15.4 ( 4) 3.1 ( 1) 4.1 ( 1) 

6O~80 (大〉

over 80 
80 以上(特大〉

1 cm 当たりの本数|
Number of lathe I 
check per cm 

本q
u
 

oJ 
本『JQ

U
 

10.7 本 73 本 I 8.0 本| 7.0 本

む品
、ン ナ ノ キ サ ワ ク. ノレ 、‘‘ ・

Til僘 jaρo叩íca Pterocarya rho凬olia 

800 850 900 800 850 900 

under 20 
61. 1 (22) …) I 93.5 (29) 100 (21) 100 (21) 100 (26) 

20 以下(微小〉

20~40 (小〕 38.9 (14) 6.5 ( 2) 

40~60 (中〕

60~80 (大〕

over 80 
80 以上(特大〕

1cm 当たりの本数|
Number of lathe I 
check per cm 

1. 2 本い ~-I 10.3 ~ I 7.0 本 I 7.0 本| 8.7 本
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シιl
under 20 
20 以下(微小〉

20~40 (小)

40~60 (中〉

6O~80 (大〕

over 80 
80 以上(特大)

1 cm 当たりの本数 l
Number of lathe I 
check per cm 

;;;;44l 
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Sho四a negrosensis 

800i850190。
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3 ，・ 5 ( 1) 
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67.~9 (19) 
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26.9 ( 7) 

73.1 (19) 

32.1 ( 9) 

67.9 (19) 

7.3 本 8.7 本 υ竺
ァー" :! 

6.7 本 5.3 本 9.3 本

マヤピス ピヌ

800 850 900 -800 850 

ー 1

under 20 , 4. 3-.{...1} , :・';.9'-7 ( 7) 20 以下(微小〕
寸円 2 

宅" ‘可a

20~40 (小〕 34.6 ( 9) 50.0 (10) 42.3 (11) 81.0 (17) 34.7 (10) 58.3 (14) 

40~60 (中〕 65.4 (17) 50.0 (10) 57.7 (11) I 19.0 ( 4) 56.5 (12) 12.5 ( 3) 

60~80 (大〉 4.3 ( 1) 

over 80 
80 以上(特大〕

lcm 当たりの本数
Number of lathe 8.7 本
check per cm 

6. 7 本 8.7 本 7.0 本 7.7 本 8.0 本

, 'J: 

3) 以上のことのみからみればノーズパーはナイフ裏面から 90。方向がよいことになるが， 900 以上の

方向を追加実験しないとベニヤレースにおけるノーズパーの理想し長は決定できない。現在までの文献よ

り，ノーズバーの位置はナイフ裏面から 800~90。の間にあるべきだろうと予測して実験を行なったが，

生材(含水率が高しう，煮沸処理材を対象とする切削では今回の実験範囲て・は不十分であった。いずれにせ

よ垂直距離を決定することが第 1 目標である。垂直距離がきまれば，刃物角を変化させることにより，上

記垂直距離が適するか否かを実験すれば，今回の垂直距離 40.9'6'以下での厚さむらを起こす原因究明の手

がかりになるだろう。厚さむらをおこしながら切削する場合は刃先，ノーズバ{の動きがあるはずだと考

えられるが，微少なためかダイヤノレゲージではもちろんのこと，現在使用されている振動計では測定不可

能なため特殊な測定装置を試作する必要がある。なお今回の実験で，材質の異なった樹種で、も厚さむら，

裏割れ率ともに同じ傾向を示すので，刃先とノーズパーの位置に関する一連の実験は，材質的に均一な裏

割れの測定しやすいホオノキで，今後代表試験を行なっても大きな誤りはないと考えている。
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ロータリー単板切削における

ノーズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

1~16 はノーズパーの引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

を示すもので写真 (1) • (2) ,. (3). は下表の条件である。

図付

I 写真 (1) I 写真 ω! 写真 (3)
ノーズバー引上げ角度 I 800 I 850 I 900 

I 0.97 Iω 1. 02 
iつコ-9Iつ三-8 1つ:17

送り厚さ mm

刃物角 | 
逃角|

詳
叫
岬
酬
丹
調
措
肘
相
制
弔
哨
問
掛
岡
市
町

(2) 

mm  口距離刃切

m町1垂直距離

滋
N
O
ω叩

(3) 

1. 02 

210 

30~40' 

mm  水平距離

高IJ

条

件

ノーズノミー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

無処理材ホオノキ樹種

1. 付図
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ノーズノミー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

樹種イヌザクラ 600C 24 hr 処理材

3. 付図/-ズバー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

無処理材セン樹種

2. 付図
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(2) 
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N
O
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叩

(3) (3) 

ノーズバー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

ミズメ 600C 24 hr 処理材樹種

5. 十i 図ノーズノミー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

シオジ 600C 24 hr 処理材樹種

4. 付図
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U司

ノーズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

無処理材樹種 ノリレニレ

7. 付図ノーズノごー引上けー角度を変化させた場合の裏書jれ

樹種キハダ無処理材

6. 付図
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ノーズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

樹種マカンパ無処理材

9. 付図ノーズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

イタヤカエデ 600C 24 hr 処理材樹種

8. 付図
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ノーズパ{引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

無処理材、樹種シナノキ
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11. 
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付図

自民ぽ晶.a.....~

/-ズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

プナ 無処理材

、ー，

樹種

10. イ4 図
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ノーズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

レッド ラワ γ 無処理材樹種

13. 付図ノーズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

サワグルミ 無処理材何種

12. 十l 図
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ノーズパー引上げ角度を変化させた場合の裏割れ

マヤピス 無処理材樹種

15. 付図ノーズノミ{引上け。角度を変化させた場合の裏割れ

ホワイト ラワジ無処理材樹種

14. 付図
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16. ノ、{守パー引上げ角度を変化させた場合の事割れ

樹種 ピヌ.アン 600C 24 hr 処理材
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Cutting of Rotary Veneer. (1) 

Effeet of position of nose-bar to knife edge. (No. 1) 

Y oshimasa EGUSA 

(R駸um�) 

The quality of rotary veneer was affected by mechanism influence and cutting conditions. 

of veneer lathe. 

The optimum. cutting condition depended on the properties of wood such as hardness. 

YOUNG's modulus, bending strength, and fictitious strain etc. 

This problem. ・・・ the relationship between properties of wood and cutting conditions to 

obtain the good quality veneer. ・・・wiJl be discussed in the next report. 

This report dealt with the optimum setting position of nose-bar to ascertain the effect 

of nose-bar pressure. 

In this report, setting position was shown by incline angle of nose-bar to the knife 

back. 

The results were shown in Tables 2~9 and Figures 6~21. 

When the incJine angle became smaller (under 900 ) , the irregularity of veneer thickness. 

appeared more remarkable. 

Concerning the lathe check, it did not change in the range of 800~900 incJine angle. 


